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オートデスク技術営業本部
日下部達哉

BIM/CIM で何を変えたいか？



自己紹介

オートデスク株式会社技術営業本部
日下部達哉（くさかべたつや）

技術営業として、主に土木系の顧客に対しBIM/CIM 
ソリューションを使った業務効率化の提案に従事。

学生時代は土木工学を専攻し、学士で交通計画、修
士でコンクリート材料を研究。修了後はメーカーの
インハウスエンジニアとして、プラント設備の建設
プロジェクトマネジメント、保全計画に従事。この
頃から、IT 技術を活用した建設業界の生産性向上に
興味を持ち始める。Web開発のエンジニアの経験を
経てから、オートデスク株式会社に入社。現在に至
る。



BIM/CIM は「生産性向上のための施策」

BIM/CIMは、計画、調査、設計段階から3次元モデルを導入することにより、
その後の施工、維持管理の各段階においても3次元モデルを連携・発展させて
事業全体にわたる関係者間の情報共有を容易にし、一連の建設生産・
管理システムの効率化・高度化を図ることを目的としています。

出典：BIM/CIM ポータルサイト (http://www.nilim.go.jp/lab/qbg/bimcim/bimcimsummary.html)

BIM/CIMは生産性
向上につながって

いる…？



1. どこをどうやって BIM/CIMで効率化できるか？を整理

BIM/CIM はどう使えば生産性が向上するのか？

BI“M” (Management) の観点

Modeling, Information どちら重視？組織体制は？ KPIは？

BIM/CIM = Building/Construction Information Modeling / Management
特に詳細設計での試行が進んでいる

調査・計画 予備設計 詳細設計 積算 施工 維持管理

BI“M” (Modeling) の観点

• ツールの「パラメトリック性」を活かす
• 予備設計の段階（比較検討、視覚化）

B“I”M (Information) の観点

• ツールの「情報管理機能」を活かす
• 積算・維持管理の段階（単価コード、品番、施設台帳…）



2. Modeling 的アプローチ（パラメトリック性を活用、予備設計）

BIM/CIM はどう使えば生産性が向上するのか？

数量や施工性
を見ながら、
設計案の
比較検討

(LOD 100)



3. Information 的アプローチ（属性を活用、積算・維持管理）

BIM/CIM はどう使えば生産性が向上するのか？

損傷の所見や
対策方法を
クラウド共有

(LOD 200)

各ひび割れに
“対策工”

属性を付与→ 集計

モデル全体に “所見” 
属性を付与→ 共有

提供：アサヒコンサル
タント株式会社



4. Management的アプローチ（仕組み作り）

 BIM/CIM を進める、社内ルール作り（例：日揮様）

o BEP（BIM実行計画）のテンプレートを作成

o BEP内の BIMユースケースごとに、業務フローのテンプレートを作成

o モデルの LODごとに、含める属性情報を指定

 BIM/CIM を進める、組織体制（例：キタック様、アサヒコンサルタント様）

o BIM/CIMツールの習得は若手が主導で、設計そのものの知識は中堅から伝授

o 設計とは独立した課で、なるべく経営層に近いところに

 BIM/CIMを進める、KPI（重要業績評価指標）

o 協議資料の再作成に要する時間を〇〇％減にするぞ～！

 などなど…

BIM/CIM はどう使えば生産性が向上するのか？

https://www.autodesk.com/autodesk-university/ja/class/teshitarutsuinnixiangketaBIMhuanjingnozhengbei-2021#presentation
http://bim-design.com/catalog/pdf/Kitac_Case_Study_ja.pdf
http://bim-design.com/infra/case/asahi-consultant.html


 BIM/CIM =詳細設計 & LOD 300、だけではない

o 予備設計で、BI“M” (Modeling) 的アプローチ

o 積算や維持管理で、B“I”M (Information) 的アプローチ

 BIM/CIMで本当に大事なのはManagement

o 組織体制や KPIの設定

o パイロットプロジェクトの選定

o 社内ルールの作成 etc…

 BIM/CIM の前に、業務の棚卸し、ができるとベスト

o 仕事をラクにするために！どこの負荷をどう減らしたいか？の全体像から整理

まとめ


